
まちネット緑 2026年 2月定例会議事録 
 

日時・場所：2026年 2月 4（水）16:00～18:00みどりーむ大会議室 

出 席 者：池田、片山、黒沢、佐々木、田中、長嶋、樋口 

配布・回覧資料： 

① まちネット緑 2月定例会議題 

② イベントチラシ 

*第 165回「サロンふらっと ～サロン寄席～」 2月 15日（日） 13:30～みどりーむ 

     *能登半島地震から 2年-いま考える防災（ドキュメンタリー映画「凪がともるころ」、 

     講演会、ボランティア活動報告、トークセッション、展示・物販エリアあり） 

     2月 15日(日)11:30～17:00 目黒区民センターホール 

*横浜線ヒストリー:5話 2月 21日(土) 10;00～11:30 みどりーむ  

*みどりーむまつり 2026チラシ 3月 7日（土）～8日(日)みどりーむ 

*環境・防災まるごと FESTIVAL 3月 15日（日） 10:00～15:00  

 緑区役所前広場・緑公会堂 

  ③ 31年目の 1.17訪問記録（案）  

④ まちネット緑 第 16号（DRAFT） 

⑤ 乾燥と体調不良（その対策）：Web調査 

⑥ 「広報よこはま」2月号 

 

1. イベントのご案内 資料-② 

＊横浜線ヒストリーの申し込みは 2月 6日まで→申込多数につき抽選 

＊みどりーむまつり用パネルに載せる写真：佐々木さんまで（～2月 20日） 

＊環境・防災まるごと FESTIVALは、広報よこはま 2月号 5面にも出ている 

 

2. 阪神淡路大震災 31年―神戸訪問報告（田中さん） 資料-③ 

参加（防災塾・だるまメンバー）：荏本、高松、早川、田中 

＜1月 16日＞諏訪山断層（布引の滝：新神戸近く）の調査 

＜1月 17日＞ 

＊1.17記念式典の運営主体は学生（震災を知らない世代）中心：30年一世代を痛感 

＊毎年訪問していた松山さんは、新型コロナで半年間入院され、最近退院。 

＊今石圭太氏（元兵庫県芦屋市市長室室長、前熊本県益城町危機管理監）との懇談 

 →横浜市にいらした時に、講演頂けないか打診した。 

＊神戸市で「災害対応力向上シート（XX さんの防災チェックリスト）」が出来ている。 

 

3. まちネット緑 第 16号（DRAFT）の紹介 資料-④ 

＜R7年度防災・減災講座（稲垣さん）＞＜まちネット勉強会（岡部先生）＞＜防災活動報告 

（鈴木幸一さん）＞＜片山サロン＞＜行政情報と意見交換＞＜地域情報＞＜情報・意見交換

＞＜「まちネット緑」の広報（だるま HP）＞＜会員の活動報告＞ 

内容の確認と、掲載する写真（アートフェスタ＆中島さんのニュージーランド紀行）を田中さん

に送って欲しい。 



 

4. 乾燥と体調不良（その対策） 資料-⑤ 

発令され続けている乾燥注意報：体調に及ぼす影響とその対策は？ 

＊ウイルス感染のリスク増加、肌トラブル、体温低下→免疫力低下 

＊喉の痛みや咳で睡眠が妨げられる 

＊十分な睡眠で免疫細胞活性化、疲労回復 

 →寝室の湿度を保つ（換気も大切）、就寝前の手洗い・うがい・鼻うがい 

 →パジャマの工夫（首、手首、足首を冷やさない） 

＊乾燥対策：水分補給、湿度管理（50～60%、湯を沸かす）、マスクの着用（喉の保湿） 

 

5. よこはま地震防災市民憲章の唱和 

 

6. 「広報よこはま 2月号」から 

6～7面：大学 X緑区 未来をつくる連携の力 

→みどりーむ として、「これら大学(若い人達)へどうやって働きかけ、つなげていくか」を考えな

いといけない。その一つが「みどりーむまつり」だが、現状は登録団体・者の発表の場で、若者

が少ない。 

 

7. フリートーク 

 ＊みどりーむ NEXTの山口さんが講師を担当した「港北スマホライン講座」に参加した。 

  2 回連続講座で、15～16 人の参加者。企業で使うラインについての話。団体（企業関係、自治

会・町内会）の役員が多かった。 

  100人まで登録できる「オフィシャルライン」があるそうだ。 

 ＊神戸市は東西に細長いので、震災で火災が発生しても、山か海に逃げることが出来る。しかし 

   同じことが関東で起こったら火に囲まれて逃げられず、群衆雪崩の発生も予想される。それを

考えておくのが危機管理。 

 ＊アメリカのロサンゼルスで起きた山林火災は、多くの住宅を焼き尽くした。耐火構造の家では

なかったのか？→コンクリートも高温（300℃以上）にさらされ続ければ、セメントを繋いでいた

結晶水が無くなり急速に強度が低下する。 

 ＊広大な森林を有する海外（シベリアやアメリカなど）では、大規模な山林火災に対しては、通常

の消火（ヘリコプターによる消火剤の投下）に加えて、以下の方法が採られている。 

   ・先回りして、風下に当たる地域（人家のある方向）の樹木を一斉に伐採。 

   ・人家の無い方向に火を誘導する。 

  

  

次回の定例会：           

3月 4日(水)  16:00～18:00 みどりーむ 大会議室 

                                                  


